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はじめに

学校が抱 える児童 ・生徒 に関す る問題は,こ れ ま

での不登校 やい じめ に加 えて発達障害,虐 待,DV,

貧 困,事 件 ・事 故,い じめ 自殺,災 害被 害 など多様

にな って きている.ま た,こ れ らが重複 しているケー

ス もあ る.学 校現場 で これ らの問題 に教 師だ けで対

応す ることが困難 な場合 も多 い.そ のため現在 はス

クール カウ ンセ ラー(以 下SC),ス クール ソー シャ

ル ワー カー などが学校の支援 に当た ってお り(福 田,

2016),医 療,心 理,福 祉,行 政,警 察,司 法 な どの

専門機関 との連携 の役割 も担 ってい る.そ の有用性

は認め られ てきてい るものの,そ の勤務 日数 が限 ら

れて いるた めに,教 師の負担感の軽減 には繋 が って

い ないのが実情の ようであ る.

それ らの ことも含めて教育の再生方策 と して議論

され て きた 中央教 育審 議会 の三 っ の答 申が2015年

12月 に出され た.そ の一 つが 「チ ームと しての学校

の在 り方 と今後 の改善方策 にっ いて」 であ った.翌

2016年1月 には答 申を受 けて国の 「次世代の学校 ・

地域」創成 プ ランが策定 され た.そ の一っ が 「専門

性 に基づ くチーム体 制の構築」 とい う政策であ る.

その第1項 には 「教員が,多 様な専門性や経験を持 っ

た人材 と協力 して子供 に指導で きるようにす るとと

もに,ス クール カウ ンセ ラーやス クール ソーシ ャル

ワー カーの職務等 を省令上 明確化 し,配 置 を充 実す

る.」 と記 され てい る.5月 には 「チー ム学 校運 営

の推進等 に関す る法 律案」が 国会 に提 出 された.さ

らに2017年4月 には学校 教育 法施 行規 則 が改正 さ

れ,「 ス クー ル カウ ンセ ラー は,学 校 にお ける児童

の心理 に関す る支援 に従事す る,ス クール ソー シャ

ル ワー カーは,学 校 にお ける児童 の福祉 に関す る支

援 に従事す る,と それぞ れの職 務 内容 を規定す る」

と明記 された.

この ように"チ ー ム学校"の 実現は 目前 と言え る.

これか らの学校は,心 理や福祉等の他職種 との連携 ・

協働 が不 可欠 で あ り(加 藤,2016),そ のため に は

他職種の専門性 に対す る理解を さらに深め る必要が

あ ると思われ る.

本稿で はSCと して勤務 して きた筆者 の経 験を通

して,ス クール カウ ンセ リングの歴史 を概観 し,そ

の職務 内容 を紹介 す る ことによ って,SCへ の理 解

を深めて も らうことを 目指 した.今 後 の"チ ー ム学

校"の 導入 において役立てて頂 けた ら幸 いであ る.
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スクールカウンセ リングの歴史

ス クール カウンセ リングが 日本 に初めて導入 され

た のは1995年(平 成7年)で あ る.当 時の学校は不

登校 の数 が年 々増 えて きて お り,更 に1993年,1994

年 にい じめ 自殺 問題が発生す るな ど して,教 師だ け

の対応で は難 しい状況 にな ってきていた.教 師が文

部省の研修を受 けて 「教育 カウ ンセ ラー」 と して兼

務す る場合 もあ ったが,心 理的 な支援 を受 けるには

医療機関や相談機関 に行 くのが一般的であ った(浦

野,2016).臨 床心 理学 を専 門 とす る臨床 心理± の

資格が1989年 に発足 して いた こと もあ り,学 校教育

の 中 に外 部 の心理 専 門職 の導入 に踏み 切 った のが

「スクール カウ ンセ ラー活用 調査研究 委託事業」 で

あ った.国 の全額負担 で臨床心理 士,大 学教員(臨

床心理学),精 神科 医師がSCと して全国の小学校,

中学校,高 等学校,154校(熊 本県 は3校)に 派 遣

された.初 め は異業種 の参入 に抵抗感 も見 られたが

(村 山,2007),徐 々に派遣 され る人数 や学校 が増 え

て い くにっれ て認知度 も高 ま ってい った.2001年 か

らは国の補助事業 と して地方 自治体が主体的 に配置

す る形 に なった.そ の間,1997年 には神戸連続 児童

殺傷事件,1999年 には京都 の小学 生殺害事件,そ し

て2001年 に は大阪教 育大 学 附属 池 田小 学校 殺傷 事

件 と次 々に児童 ・生徒が巻 き込 まれ る事件が起 こり,

子 どもたちや教師 の心 のケ アの重要性が増 してい っ

た.2011年 度 には全 国で15,476校 に派 遣 され ていた
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が,2012年 に起 きた大 津い じめ 自殺 事件 を受 けて,

国はSCの 中学校全校配置 を打 ち出す ことにな った.

翌年 の2013年 の 「い じめ防止 対策 推進法 」 の施 行

やそれ に基づ く 「い じめの防止のための基本方針」

を踏 まえ て配置 校 の増 加,配 置 体制 の充 実 を図 り,

2016年 には25,500校 に配置 されてい る.

熊本では1995年 に小学校,中 学校,高 等学校,各1

校ずっで始 ま ったが,2001年 の配置事業 に変わ って

か らは 中学校 のみの配置 とな り,2013年 には政令指

定都市 とな った熊 本市全中学校42校,熊 本 県は各 教

育事務所 と58の 中学校 に配置 され た.2016年4月 に

熊本地震 が発生 し,学 校再 開後 には県内のSCに 加

え,全 国か らの応援SCが 派遣 され て児童 ・生徒 の

心のケ アを行 った(江 崎,2017).そ のためSCの 存

在が改めて認識 され ることにな り,2017年 か らは熊

本市 のSCは 倍増 とな り,熊 本県 は68名 のSCが 学

校や教 育 事務所 等99か 所 に配 置 され る こ とにな っ

た.日 数は週 に1回(6時 間)ま た は2回(各3時

間)の 非常勤勤務 であ る.県 立高等学校 は2013年 の

配置事 業 に伴 い学校 独 自で月 に2回(各4時 間)

程度の雇用 を していたが,2016年 か らは県の費用で

月1回(4時 間)の 勤務がで き るよ うになった.今

後 も勤務 日数が増加す ることに よ って,小 学 校,中

学校,高 等 学校で はSCに よ る相談体制 が充実 して

い くことが期待 されてい る.実 際 に2016年 には国の

モ デル事業 と して200校 で週 に5回 の勤務 を実施 し

てお り,近 い将来で は常 勤化や教職員定数化 も視野

に入 ってい るようであ る(平 居,2016).

この ように次第 に学校 には必要 な存在 となって き

たSCで あ るが,仕 事 の内容 まで理解 が進 んでい る

とは言 い難 い.筆 者 が授 業や研修会 などで講 義を行

うと 「SCの 存 在 は知 っていたが,仕 事 内容 にっ い

ては初めて知 った」 とい う感想 がほ とん どであ る.

今後,"チ ー ム学校"が 導入 されて協働す ることに

なれ ば,SCの 仕 事 内容 を把握 してお くことは相 互

理解 の上 で必要 とな ると思われ る.中 学校,高 等 学

校のSCと して20年 余 り勤務 して きた筆者 の経験 に

基づ いて,そ の仕事 内容をス クール カウ ンセ リング

の実際 と して紹介 してみたい と思 う.

スクールカウンセリングの実際

SCの 仕事を大 きく分けると,児 童 ・生徒に対 し

て,保 護者に対 して,教 職員に対 して,関 係機関の

紹介と連携,事 件 ・事故,自 然災害後の緊急支援が

ある.配 置された学校のニーズに応 じて,学 校 と相

談 しなが ら年間計画を立て,必 要な仕事を遂行 して

い くことになる.以 下にそれぞれの仕事内容にっい

て述べてい きたい.

1.児 童 ・生徒に対 して

1)個 別の相談 ・カウンセ リング

児童 ・生徒が自ら希望する場合には友人関係,

家族関係,心 身の不調(頭 痛,腹 痛,倦 怠感,不

眠等),進 路などの内容が多い.「話の合う友だち

をクラスで見っけるにはどうしたらいいか」とい

う相談から 「理由はわからないけど無視されたり,

仲間はずれにされたりするので辛い」という自分

を見っめ直すためのカウンセ リングまで様々な不

安や悩みに対応 している.ど のような内容でも真

摯に受けとめて,一 緒 に考え,気 持ちの整理を行

い,学 校生活を楽 しめるようになることを支援 し

ている.

担任や養護教諭から進められて来談する場合に

は不登校,不 登校傾向,別 室登校,い じめ,問 題

行動(校 則違反,犯 罪行為等)な どの内容が多い.

本人に来談の意志がない場合が多く,ま ずは関係

づ くりか ら行 う必要がある.信 頼関係ができれば

気持ちの言語化 もできるようになり,困 っている

ことや今後の方向性などを一緒に考えることにな

る.こ の場合には本人の意志を尊重 しながらも担

任や養護教諭や保護者と連携を取 って進めてい く

ことが必要である.本 人が秘密にしてほしいと言

うことにっいては秘密を守るが,担 任や養護教諭

との共有が必要と判断 した場合には時間をかけて

も本人の了解を得るようにしている.し か し緊急

性のある場合は例外もあ り得る.

2)全 体に対 して

入学式や全校集会で相談室の紹介を した り,

「スクールカウンセラー便 り」を発行 した りして,

SCの 存在や相談す ることの意義などを伝えるよ

うにする.学 校か らの依頼で 「心の健康」の講話

や 「人間関係作り」のグループワークを行うこと

もある.こ れらは学年別やクラス単位,保 健委員

会など様々な対象に行う.(浦 野,2015)

2.保 護者に対 して

1)個 別の相談

保護者からの相談には不登校,不 登校傾向,問

題行動,医 療機関の紹介,学 校 の対応への不満,

親子関係などの内容が多い.自 ら希望される場合

は家庭での児童 ・生徒の様子を伺いながら,学 校

への適応や親子関係が改善するように話 し合いを

進めていく.担 任や養護教諭か ら勧められて来談

された場合には,保 護者の抵抗や構えが強いこと

があり,SCは 専門性や外部性を活か して信頼関
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係を作ることが必要になる.

2)グ ループでの相談

学校で夜間に開催される 「不登校親の会」に出

席することもある.保 護者の悩みや不安を傾聴 し,

臨床心理学的な立場で子どもの心情理解や家庭で

の対応にっいて助言 した りする.担 当の教師が会

の進行をする場合もあるが,保 護者同±が安心 し

て自由に気持ちを話 し合えるようにファシリテー

ターの役割を担うこともある.

3)全 体に対 して

保護者会で 「思春期の特徴と対応の仕方」など

の講話を行 ったり,家 庭教育学級の依頼で 「不登

校の理解と対応」などの研修会を行うことがある.

PTA新 聞から寄稿を頼まれてSCの 紹介文を載せ

ることもある.

3.教 職員に対 して

1)個 別相談 ・コンサルテーション(お 互いに専門

的立場で話 し合いを行うこと)

教職員か らの相談では発達の偏 りについて,医

療の必要性,問 題行動の見立てなどの内容が多い.

児童 ・生徒に対する教職員の教育的な見立てや 日

常の様子とSCに よる臨床心理学的な見立てと相

談時の様子を情報交換 しなが ら,お 互いに問題の

理解を深めると共に今後の方針などを話 し合って

い く.

2)全 体および部会に対 して

教職員研修会において 「学校におけるカウンセ

リングマインド」「自己理解 ・他者理解」「保護者

対応にっいて」 「発達障害の理解と対応」などの

講話や演習を行う.

不登校対策員会,教 育相談部会,い じめ防止対

策委員会などの学内の委員会のメンバーとして出

席 し,SCの 立場で意見を述べる.

4.関 係機関の紹介と連携

児童 ・生徒の心身の状態に応 じて,担 任や養護教

諭と情報交換を しながら,保 護者の承諾の上で医療

機関,相 談機関,転 学先 となる教育機関などの紹介

を行う.

医療機関としては小児科クリニック,精神科病院 ・

メンタルクリニ ック(思 春期や発達障害の診察 ・治

療ができる所),総 合病院などであるが,抵 抗感が

ある場合には熊本県精神保健福祉センターや熊本市

こころの健康センターを紹介 している.

紹介 した後も治療や服薬に関する不安などの相談

に応 じた り,場 合によっては主治医と連絡を取 りな

がら相談を続けることもある.登 校や勉強 と治療を

両立するためには学校,SC,医 療機関の連携がとて

も大切になって くる.

相談機関としては熊本県および熊本市の教育セ ン

ターや児童相談所の他に熊本市の子ども発達支援セ

ンター,県 内3か 所にある発達障害者支援センター

などがある.

転学先の教育機関としては県立の通信制高等学校

の他に民間の通信制サポー ト校を紹介 している.そ

れぞれの学校の特色を説明し,実 際に見学 に行き説

明を聞いた上で決めるようにと話 している.ま た,

転学は随時受け付けているので,転 学先の入学が決

まってから退学届を提出するようになどの現実的な

アドバイスも行う.

5.事 件 ・事故,自 然災害後の緊急支援

学校内で事件や事故が起きた場合や学外であ って

も児童 ・生徒が巻き込まれる事件や事故が起こった

場合,ま た自然災害で被害を受 けた場合には,当 該

校のSCは 学校の管理職や養護教諭と相談を しなが

ら必要な対応策を考えることになる.心 のアンケー

トを実施 して気になる児童 ・生徒をリス トアップす

ることや心理教育の講話を行うことや気になる児童 ・

生徒のカウンセ リングを実施 したりすることになる.

これ らを事後の早い段階で取 り組むためにはSCの

複数体制をとる必要があ り,熊 本県や熊本市から応

援のSCが 派遣 されることになっている.2016年 の

熊本地震の際には被害の規模が大きかったため,初

めは九州各県か ら,そ の後は 日本全国からSCが 応

援に駆けっけてくれた.お かげで学校再開後 に毎 日

SCが 派遣され,児 童 ・生徒の心のケアに当たって

もらうことができた.こ れは阪神淡路大震災や東 日

本大震災後の教訓が活かされているといえる.災 害

の規模が大 きければそれだけ,SCに よる中長期的

な相談体制の継続が必要となるであろう.

また,数 的には少ないかもしれ ないが,犯 罪の被

害者となった児童 ・生徒のへの学校における対応に

っいてもSCは 相談 に応 じることができる.警 察,

検察庁,裁 判所などの機関が関係 してくる場合には,

保護者に公益社団法人 くまもと被害者支援センター

を紹介するようにしている.

6.SCが 学校内にいるメリッ トと留意点

SCが 学校で活用される以前 に児童 ・生徒の心理

状態を把握す るためには,医 療機関や相談機関の心

理相談に予約 して面談や検査を依頼するしかなか っ

た.そ れはタイムリーとは言えず,ま た保護者の承

諾のハー ドルも高か った.し か しSCが 週に1回 ま

たは2回,定 期的に学内で勤務するようになったこ
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とから,児 童 ・生徒に関す る心配事や問題に早い段

階でこじれる前に相談,連 携ができるようになった.

臨床心理学的視点からの見立てを基に教育的配慮を

考えた り,医 療機関への受診のタイミングも把握 し

やす くなった.ま たSCに よる専門的立場か らの説

明が行われるので保護者の承諾が得やす くなったと

言える.

次にSCの 面談後に担任や養護教諭などの関係す

る教職員と情報交換をすることで,児 童 ・生徒の状

態や抱えている問題の全体像が把握 しやす くなる.

それは児童 ・生徒が見せる表情や言動は相手によっ

て微妙に変化す る場合が多いか らである.一一面的な

理解に陥 らないためにも,関 係者間の日頃の振 り返

りの時間が大切となる.し か し,こ の振 り返 りの時

間を確保することは現実的には非常に難 しいと言え

る.筆 者はこれまでに公立だけでも中学校6校,高

等学校6校 のSCを 経験 してきたが,勤 務時間内に

振り返 りの時間を作 ることは難 しく,記 録を残す こ

とに加え,担 任または養護教諭に個人的に大事 なこ

とを伝えて帰ることがほとんどだった.そ の中でも

ある高等学校だけは初めか らその日の予定の中に1

時間の振 り返 りの時間を作 ってあった.週 に1回 の

勤務ごとに,教 育相談部担当教員と養護教諭,場 合

によってはその 日に来談 した生徒の担任が加わって

の振 り返 りを行うことができた.そ のため,生 徒の

現在の状態を全員で共有 した上で教育的配慮や今後

の方針などを話 し合うことができた.ま た次の勤務

日にはその後の様子を教えてもらうことができるの

で,面 談の継続もや りやすかった.SCが 一一人で生徒

の対応を考えるのではなく,学 校の関係者 と協働 し

て考えてい くためにも振り返りの時間は重要となっ

てくる.

最後に,週 に1回 か2回 しか勤務 しないSCに とっ

ては,当 日の予約の管理を行い,そ れ以外の日の学

校の様子や面談 した児童 ・生徒のその後の様子を教

えてくれる担当教員の存在は大きい.中学校ではコー

デ ィネーター,高 等学校では教育相談部または教育

支援部の担当教員 と呼ばれている.担 当教員,養 護

教諭,来 談 した児童 ・生徒の担任,(時 には管理職

も)とSCは チームと考え,そ の中では集団守秘義

務を徹底させ ることが重要である.一 般的なカウン

セ リングにおける守秘義務はスクールカウンセ リン

グにおいては関係者間の集団守秘義務という形をと

ることになっている.児 童 ・生徒の関係者全員で情

報共有を行 って対応を考えるが,そ れ以外の外部 に

対 しては守秘を徹底させることが集団守秘義務と言

われるものである.そ のことが当該児童 ・生徒 と保

護者の意志を尊重 し,プ ライバシーを守 ることに繋

が ると言え る.

おわりに

本稿では学校教育の中にどのようにしてスクール

カウンセ リングが導入されてきたか,そ の担い手と

なったSCの 仕事とはどのようなものであるかを概

観 してきた.

「スクールカウンセラー活用調査研究事業」が始

まって22年 が経ち,学 校にSCが いるのは普通の時

代となった.SCの 役割は国の定義に基づきながら,

各学校のニーズに応 じて充実 していった.SCの 仕

事内容は 「スクールカウンセ リングの実際」で述べ

た通 りであるが,個 別の事例で見ていくと複合的に

組み合わさることが多い.中 には児童 ・生徒の1回

だけの面談で終わる場合や保護者のみの面談が継続

される場合や担任,養 護教諭の相談に乗 るだけの場

合もある.し か し,児 童 ・生徒と面談 した上で担任

や養護教諭 と話 し合いを行い,必 要な場合は保護者

の面談を行いながら,継 続 して問題を考えてい くこ

とが多い.

具体的な事例を挙げてみたい.高 校1年 のC子 さ

んは入学当初から校則違反や教師の指導に従わない

ことで問題になっていた.保 護者か らの希望があり

面談を行 った.そ れによると本人には発達の偏りが

あるようなので考慮 してほしいとのことだ った.本

人にはその認識がないためにSCと の面談に応 じよ

うとせず,ま ずは養護教諭の協力を得て面識を持っ

ところから始めた.実 際に会 ってみると,診 断は受

けていないが発達の偏 りによる特性は認められた.

担任とも相談 して,ク ラス内での指導の仕方や友だ

ちの関わ り方などを工夫 してもらった.ま た学年会

においても,C子 さんを理解す るために発達障害に

関する研修会を企画 した.そ の後も小さな トラブル

の解決や進級の際の配慮などに関 して保護者と学校

側と一緒に対応を考えていった.そ の間にC子 さん

とも面談を継続 していきなが ら,診 断 ・告知のタイ

ミングを保護者 と共に考えていった.卒 業式 に出る

ためにもいくっかの難関があったが,結 果的に無事

に参加 して卒業式を終えることができた.こ のC子

さんとの3年 間を通 して,保 護者の熱意 と学校の配

慮のある対応にいかに連携 してい くか という,SC

としての大切な学びを得ることができた.詳 しくは

拙稿(浦 野,2007)を 参照 してほしい.

今後は"チ ーム学校"の 導入を見据えてのSCの

勤務時間増やさらには教職員定数化の検討も予定さ

れている.こ れまで以上に教職員との連携や仕事内

容の充実が望まれて くるであろう.こ れまでの多 く
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のSCに よる実践知を基礎にさらに仕事内容が充実

されていくことが期待される.本 稿がその一一助 にな

れば幸いである.
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